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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・退院支援委員会会議録の退院支援相談員の件については後日改めて回答となります。

・本日、明日と治験薬ジプラシドンの監査が行われます。

・2月の日常生活支援表の提出は3/6〆切となります。

＜患者様連絡事項＞

・川崎　広幸様～14時Faの迎えあり、外出されています。(弁護士との面会)

・大下　伸治様～本日市役所へ外出しています。SWより情報提供あり。生活保護受給は難しい状況で、障害厚生年金の等級変更を出しているのでその結果が来てから考えるとの事です。また、GHあおめへの入所が決定。3/14退院となる。時間は未定。SWがFaと連絡を取り決定となる。ENT後初外来日は3/22(水)10時。3/8からの定期処方を15日分の退院処方として主治医へ依頼済み。

・日向端　庸男様～3/3 9:30　介護保険認定調査あり。

・飯田　修子様～本日9:00から外泊(～3/25 16:00)へ行かれています。

・上川原　豊様～本日退院前訪問行っています。「普段から・・・」と本人は言うが、部屋は有る程度は片付いている。外泊中の2日間はコンビニ弁当を食べていた。自宅では眠れていた様子。本人は青森銀行のカードと通帳を持っている。五戸の母親は年金の入る本人の通帳を管理している。その年金を本人の青森銀行の通帳へ不定期に振り込んでいる。退院後の生活としては、デイケアに通い家ではラジオを聴いたりして過ごすとのこと。普段家の出入りは本人以外はない。生保返金手続きの用紙にサインをされている。

＜要注目患者様＞

・中村　寿昭様～降圧薬開始し、本日朝の血圧は151/95mmHg。昼の血圧は139/77mmHgです。自覚症状はなく、「特に変わりないですね」と明るく話されています。引き続き観察続けていきましょう。

・飯田　修子様～朝眠気を訴え、スタッフの声掛けにて外泊の準備をし、外泊に行かれています。帰院時、精神症状の変化に注意し観察していきましょう。

＜退院支援委員会＞

・稲垣　恵利子様～今後は青山荘の体験外泊を行い、青山荘への入所を進めていく。

・日向端　庸男様～3/6白山台の有料老人ホームの面談あり。入所の方向で進めていく。
・原　吉郎様～現在治験実施中。症状の変化観察していく。

・戸賀沢　潔様～病棟のルールを守れない状態が続いている。施設入所難しく、家族との関係性も悪く自宅ENTも難しい。現状の関わりを続けて行く。

・上村　みわ様～Faへ面会の依頼をしているが、まだ来られていない状況である。今後もFaへの働き掛けを行っていく。

・三上　勇様～八戸市長が保護者で、本人も退院に対して妄想訴えあり現実検討できず支援が難しい状況である。SWと相談し、成年後見人制度の検討をする。

・滝田　英人様～Faからの積極的な援助は得られていない状況が続いている。本人の情報を伝えながら、面会等来院して本人と会っていただけるような方向性で支援を行って行く。

＜皮膚科診察＞

・高山　英佐様～右第一足指の処置は、本日よりイソジン消毒後、ガーゼ保護のみに変更。エルタシン軟膏の塗布は終了となる。

・水梨　礼子様～頭部の脂漏性皮膚炎の処置は終了となる。

※他、同内容にて処置継続の指示あり。

＜馬渡Dr診察＞

・原　吉郎様～2/18夜間食時のえずき、大声の件を主治医へ報告している。主治医からは夜食はあまり食べ過ぎない様にと指導されているが、本人の返事は表面的である。

